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第１章 計画策定にあたって 
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計画策定の概要 

（１）計画策定の趣旨及び背景  

障害者制度改革が推進されるなかで、障害者自立支援法の改正（平成 22

年 12 月）や障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（以下「障害者総合支援法」という。）の制定（平成 24 年６月）が行われ、

サービス提供体制の充実が図られてきました。また、障害者基本法の改正（平

成 23 年７月）や、障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関す

る法律の制定（平成 24 年 10 月）、障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律の制定（平成 25 年６月）などに伴い、障害者をめぐる法制度には大き

な改革が行われてきました。さらに一連の法改正を受けて、平成 26 年 1 月に

は障害者の権利に関する条約が批准されています。 

明和町では、平成 18 年度に第１期計画を策定して以来、６期にわたって障

害福祉計画を策定し、障害福祉サービスや相談支援、地域生活支援事業を必

要とする町民が地域で安心して暮らしていけるように、提供体制の確保とサ

ービスの質の向上に努めてきました。上記の計画の中には、障害児へのサー

ビスや支援に関する事項も含まれていましたが、児童福祉法の改正（平成 30

年４月施行）により、新たに「障害児福祉計画」の策定が義務付けられまし

た。そこで、明和町では、令和６年度からの明和町障害福祉計画【第７期】

及び明和町障害児福祉計画【第３期】を一体的に策定します。また、障害の

有無にかかわらず、お互いに人格と個性を尊重し、理解と認識を深め、共に

支え合う共生社会の実現に向け明和町障害者計画についても上記計画と一体

的に策定します。 

明和町障害者計画と明和町障害福祉計画【第７期】及び明和町障害児福祉

計画【第３期】(以下「本計画」という。)は、このような一連の改革を踏ま

えた上で、権利擁護や社会参加、保健・医療や生活環境、更には住民の意識

啓発など、障害のある人の生活や自分らしく生きるための活動を支援するた

めに、障害のある人のニーズを踏まえ、成果目標や活動指標、サービスの見

込量などの目標を設定し、その着実な推進を図るために策定するものです。 

１ 
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（２）計画の位置づけ  

本計画は、障害者基本法第 11 条に基づく障害者計画と、障害者総合支援法

第 88 条に基づく障害福祉計画【第７期】及び児童福祉法第 33 条に基づく障

害児福祉計画【第３期】とを一体的に扱う「障害者福祉計画」として策定し

ます。法定計画であり、国の基本指針に即して、障害福祉サービス、相談支

援及び地域生活支援事業の提供体制の確保に係る目標や、各年度における障

害福祉サービス、地域相談支援又は計画相談支援の種類ごとの必要な量の見

込み、地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する事項を定めるものです。

なお、本計画は、明和町の総合計画である「第６次明和町総合計画」と調和

し、その他本町の諸計画及び群馬県障害福祉計画をはじめとする関連計画と

の整合を図り策定しました。 

 

（３）障害者・障害児の定義  

障害者総合支援法第４条に基づき、「障害者」とは、身体障害者福祉法第

４条に規定する身体障害者、知的障害者福祉法にいう知的障害者のうち 18

歳以上である者及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条に規定

する精神障害者（発達障害者支援法 （平成 16 年法律第 167 号）第２条第２

項に規定する発達障害者を含み、知的障害者福祉法にいう知的障害者を除く。

以下「精神障害者」という。）のうち 18 歳以上である者並びに治療方法が確

立していない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるものによる障害

の程度が厚生労働大臣が定める程度である者であって 18 歳以上であるもの

をいいます。また、「障害児」とは、児童福祉法第４条第２項に基づき、上

記に規定されている方のうち 18 歳未満の者をいいます。 

 

（４）計画の期間  

本計画の計画期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間とします。

ただし、今後、国の動向に伴い計画の根幹となる法律や制度などについて大

幅な変更が生じた場合、適宜、見直しを行うものとします。 

 

 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8e%6c%96%40%93%f1%94%aa%8e%4f&REF_NAME=%90%67%91%cc%8f%e1%8a%51%8e%d2%95%9f%8e%83%96%40%91%e6%8e%6c%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8e%6c%96%40%93%f1%94%aa%8e%4f&REF_NAME=%90%67%91%cc%8f%e1%8a%51%8e%d2%95%9f%8e%83%96%40%91%e6%8e%6c%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8c%dc%96%40%8e%4f%8e%b5&REF_NAME=%92%6d%93%49%8f%e1%8a%51%8e%d2%95%9f%8e%83%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%88%ea%93%f1%8e%4f&REF_NAME=%90%b8%90%5f%95%db%8c%92%8b%79%82%d1%90%b8%90%5f%8f%e1%8a%51%8e%d2%95%9f%8e%83%82%c9%8a%d6%82%b7%82%e9%96%40%97%a5%91%e6%8c%dc%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000000000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%98%5a%96%40%88%ea%98%5a%8e%b5&REF_NAME=%94%ad%92%42%8f%e1%8a%51%8e%d2%8e%78%89%87%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%98%5a%96%40%88%ea%98%5a%8e%b5&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%98%5a%96%40%88%ea%98%5a%8e%b5&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000000000000000
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8c%dc%96%40%8e%4f%8e%b5&REF_NAME=%92%6d%93%49%8f%e1%8a%51%8e%d2%95%9f%8e%83%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%93%f1%96%40%88%ea%98%5a%8e%6c&REF_NAME=%8e%99%93%b6%95%9f%8e%83%96%40%91%e6%8e%6c%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000002000000000000000000


4 

 

◆計画の期間 

年度 令和 3 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 

       

 

（５）計画の名称  

  本計画の名称を「明和町障害者福祉計画 バリアフリーめいわ 2024（令和

６年度～令和８年度）」としました。 

明和町障害福祉計画【第７期】 

（令和６～８年度） 

明和町障害福祉計画【第６期】 

（令和３～令和５年度） 

明和町障害児福祉計画【第３期】 

（令和６～８年度） 

明 和 町 障 害 者 計 画 

（令和６～８年度） 

 

明和町障害者計画 

（令和３～令和５年度） 

 

明和町障害児福祉計画【第２期】 

（令和３～令和５年度） 
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 第２章 障害者の現状  
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明和町の障害者の現状 
 

（１）身体障害者数の推移  

身体障害者（身体障害者手帳所持者）数は令和５年度は３３１人となって

おり、町人口に占める割合は、３％となっています。障害等級別にみると、

１級が１３３人と多く、重度者（１・２級）が約半数を占める状況となって

います。障害部位別にみると、肢体不自由と内部障害が８割を占めています。 

 

         身体障害者手帳所持者数の推移（障害等級別）      単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

1 級 １０３ １０７ １１６ １２５ １３３ 

2 級 ３７ ４０ ４２ ４３ ４４ 

3 級 ３２ ３３ ３３ ３３ ３４ 

4 級 ７３ ７５ ７９ ８２ ８５ 

5 級 １３ １３ １３ １３ １５ 

6 級 １６ １８ １９ ２０ ２０ 

合計 ２７４ ２８６ ３０２ ３１６ ３３１ 

     ※各年度末現在 資料：介護福祉課 
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         身体障害者手帳所持者数の推移（障害部位別）       単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

視覚障害 １７ １７ １８ １８ １９ 

聴覚・平衡機

能障害 
２３ ２６ ２８ ３１ ３１ 

音声・言語・

そしゃく機

能障害 

８ ８ ８ ８ ８ 

肢体不自由 １８０ １８６ １９４ ２００ ２０３ 

内部障害 ７８ ８３ ９２ １０１ １１２ 

合計 ３０６ ３２０ ３４０ ３５８ ３７３ 

 ※重複者はそれぞれの区分に含む ※各年度末現在 資料：介護福祉課 

  

 

        身体障害者手帳所持者数の推移（年齢別）        単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

１８歳未満 ７ ７ ７ ６ ６ 

１８歳以上 ２６７ ２７９ ２９５ ３１０ ３２５ 

合計 ２７４ ２８６ ３０２ ３１６ ３３１ 

                   ※各年度末現在 資料：介護福祉課 
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（２）知的障害者数の推移  

  知的障害者（療育手帳所持者）数は令和５年度で ８２人となっており、町

人口に占める割合は、０．７％となっています。障害等級では、重度（Ａ重、

Ａ１、Ａ２）が３４人と最も多く、約４割を占めています。 

    

療育手帳所持者の推移（障害等級別）     単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

重度（A重

A1、A2） 
３２ ３２ ３４ ３３ ３４ 

中度（B1） ２７ ２８ ３０ ３０ ２９ 

軽度（B2） １５ １７ １９ ２０ １９ 

合計 ７４ ７７ ８３ ８３ ８２ 

※各年度末現在 資料：介護福祉課 

 

 

             療育手帳所持者の推移（年齢別）        単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

１８歳未満 ２１ ２３ ２５ ２２ ２０ 

１８歳以上 ５３ ５４ ５８ ６１ ６２ 

合計 ７４ ７７ ８３ ８３ ８２ 

                           ※各年度末現在 資料：介護福祉課 
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（３）精神障害者数の推移  

  精神障害者（精神障害者保健福祉手帳所持者）数は令和５年度で８３人と

なっており、町人口に占める割合は、０．７％となっています。令和元年度

から令和５年の間に３１人増加しています。 

 

            精神保健福祉手帳所持者の推移（障害等級別）      単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

１級 ２０ ２２ ２４ ２５ ２５ 

２級 ２３ ２４ ２５ ２９ ３３ 

３級 ９ １３ １５ ２２ ２５ 

合計 ５２ ５９ ６４ ７６ ８３ 

                             ※各年度末現在 資料：介護福祉課 

 

 

                    精神保健福祉手帳所持者の推移（年齢別）      単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

１８歳未満 １ １ ２ ３ ３ 

１８歳以上 ５１ ５８ ６２ ７３ ８０ 

合計 ５２ ５９ ６４ ７６ ８３ 

                                                 各年度末現在  資料：介護福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

（４）指定難病患者数の推移  

指定難病患者等見舞金支給者数は令和５年度で８６人となっており、町人

口に占める割合は、０．７％となっています。 

 

                指定難病患者等見舞金支給者数            単位：人 

区分 令和元年度 令和 2年度 令和３年度 令和 4年度 令和 5年度 

指定難病 ６２ ６１ ６４ ７１ ７４ 

小児慢性特

定疾患 
１１ １２ １２ １１ １２ 

合計 ７３ ７３ ７６ ８２ ８６ 

                                              ※各年度末現在 資料：介護福祉課
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第３章 計画の基本的な考え方  
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基本的な考え方 

 

（１）基本理念  

 

 

 

明和町では、障害のある人もない人も住み慣れた地域で暮らし、誰もが相

互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指し、基本理念

を「共に生き 共に支え合う 社会の創造」と定め、以下のとおり基本目標

を定めて本計画を策定します。 

 

（２）基本的な考え方  

     

 

   共生社会の実現に向けて、障害の種別や程度を問わず、障害のある人が

自ら居住する場所を選択し、必要とする障害福祉サービスその他の支援を

受け、障害のある人の自立と社会参加の実現を図っていくことを基本とし

て、障害福祉サービス及び障害児通所支援などの提供体制の整備を計画的

に進めます。 

 

 

 

市町村の実施主体の基本とし、サービス充実を図り、県の適切な支援など

を通じて障害福祉サービスの地域格差をなくし、居住地域にかかわらずに一

定の支援が受けられるよう体制の整備を図ります。                        

身体障害者、知的障害者、発達障害者を含む精神障害者の３つの障害に加

え、制度の谷間となって支援が必要とされていた発達障害や難病等について

も、障害福祉サービスの利用を促進し、すべての障害者と障害児への必要な

支援の充実を図ります。 

１ 

共共にに生生きき  共共にに支支ええ合合うう  社社会会のの創創造造  

① 障害者及び障害児の自己決定の尊重と意思決定の支援 

② すべての障害者と障害児への一元的な障害福祉サービスの実施 
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地域生活への拠点づくりや地域の社会資源を最大限に活用するとともに、

提供体制の整備を進めます。入所施設から地域生活への移行については、希

望する人が地域での暮らしを継続することができるよう、必要な障害福祉サ

ービスが提供される体制を整備する必要があり、日中サービス支援型指定共

同生活援助（※）により常時支援体制を確保するとともに、地域生活への移

行が可能となるようなサービス提供体制を整備します。 

また、地域生活支援拠点等については、地域生活に対する安心感を担保し、

自立した生活を希望する人に対し支援を進めるため、ひとり暮らしやグルー

プホームへの入居などの体験機会の場の提供、専門的な対応ができる人材の

確保・育成の機会をつくり、地域生活支援拠点における５つの機能を整備し

ます。 

さらに、精神障害者が地域の一員として安心して自分らしく暮らせるよう、

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を進めます。  

 

※日中サービス支援型指定共同生活援助：障害者の重度化や高齢化に対するために創

設された共同生活援助（グループホーム）の新たなサービス類型。24 時間の支援体制

を確保し、相談や家事等の日常生活上の援助と入浴等の介護を合わせて行うサービス。 

 

 

 

   地域のあらゆる住民が、地域、暮らし、生きがいを共に創り、高めあうこ

とができる地域共生社会の実現に向けて、引き続き地域住民が主体的に地域

づくりに取り組むための仕組みづくりや、制度の縦割りを超えた柔軟なサー

ビスの確保に取り組むとともに、包括的な支援体制の構築に取り組みます。 

 

 

 

 

③ 地域生活への移行や就労支援等の課題に対応したサービス提供の整備 

 

④ 地域共生社会の実現に向けた取り組み 
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   障害者虐待防止法に関する積極的な広報・啓発活動を行うとともに、同法

の適切な運用を通じ、障害者虐待の防止及び養護者に対する相談等の支援に

努めます。 

 

 

 

   障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止や、障害者に対する必要か

つ合理的な配慮の提供を徹底するなど、障害を理由とする差別の解消に向

けた取組を推進します。 

 

 

 

   障害児のライフステージに沿って、地域の保健や医療、障害福祉、保育、

教育、就労支援を担当する関係機関が連携し、切れ目のない一貫した支援

を提供する体制の構築を図ります。また、障害児及びその家族に対し、障

害の疑いがある段階から身近な施設で支援できるように、障害種別にかか

わらず、質の高い専門的な発達支援を行う障害児通所支援の充実を図ると

ともに、県の適切な支援を通じて引き続き障害児支援の体制の整備を図り

ます。 

   障害児が障害児支援を利用することにより、地域の保育や教育の支援を

受けることができるようにすることで、障害の有無にかかわらず、全ての

児童が共に成長できるよう、地域社会への参加やインクルージョン（※）

を推進します。 

 

  ※インクルージョン：本来は「包む」「包み込む」ことを意味する。福祉や教育の領

域においては、「障害があっても地域の資源を利用し、町民が包み込む共生社会を目

指す」という理念として捉えている。 

 

⑤ 障害者虐待の防止、養護者に対する支援 

 

⑥ 障害を理由とする差別の解消の推進 

 

⑦ 障害児の健やかな育成のための発達支援 
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障害者の重度化・高齢化が進むなか、将来にわたって安定的に障害福祉

サービスを提供し、様々な障害福祉に関する事業を実施していくためには、

提供体制の確保と併せてそれを担う人材の確保・定着を図る必要がありま

す。そのために、専門性を高めるための研修の実施、他職種間の連携の推

進、障害福祉の現場が働きがいのある職場になるように関係者と協力しな

がら積極的な周知を行います。 

 

 

 

障害者の地域における社会参加を促進するためには、障害者の多様なニ

ーズを踏まえて支援することが必要であり、「障害者による文化芸術活動の

推進に関する法律」や「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法

律」、「障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進

に関する法律」等を踏まえ、障害特性に配慮しながら様々な社会参加の促

進を図ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 障害福祉人材の確保・定着 

 

⑨ 障害者の社会参加を支える取組 
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（３）基本目標  

   この基本理念や基本的な考え方を踏まえつつ、障害福祉計画・障害児福

祉計画においては、前期計画の考え方を基本的に継承し、次に掲げる７つ

の項目に基づき計画を策定します。 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

  

 

    

 

    

 

  

 この７つの目標値の設定にあたっては、国の基本指針及び県の考え方を踏ま

えつつ、本町の実情に応じて設定します。 

 設定した目標値の実現に向けて、既に障害福祉サービスを利用している人に

加え、特別支援学校の卒業者や退院予定の精神障害者などを対象に、自立訓練

や就労移行支援をはじめとする日中活動系サービス利用や居住系サービスの確

保、訪問系サービスの充実を図ります。 

 

 

 

 

① 福祉施設から地域生活への移行 

④ 福祉施設から一般就労への移行等 

③ 地域生活支援拠点等の整備 

 

② 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

⑤ 障害児支援の提供体制の整備等 

⑥ 相談支援体制の充実・強化等 

⑦ 障害福祉サービス等の質の向上 
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第４章 障害者計画 
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第１節 障害者施策の方向性 

 

ともに支え合う共生社会の推進 
 

（１）現状と課題  

 共に生きる社会を築いていくためには、ノーマライゼーションの理念のもと

障害の有無に関わらず、相互の理解による「こころの壁」を払拭することが極

めて重要です。そのためには、障害や障害者についての理解を深めるための積

極的な周知を行うことが必要であります。また、障害者に対する理解促進のた

め、交流の機会を充実させるほか、社会的支援、福祉問題の課題に対する理解

を深めるための教育の推進や、地域住民やボランティア団体、民生委員児童委

員、行政が互いに連携し障害に対する理解を深めていく必要があります。 

 

（２）施策の方向性  

相互理解と交流を促進するために、広報紙等のほか 

地域に密着した情報媒体の活用を核に、障害及び障害者に関する情報や交流

に関する事業の情報提供に努めます。また、障害のある人もない人も誰もが気

軽に楽しむことができる機会の拡大に努めます。 

さらに、年々複雑化・複合化している地域の支援ニーズに対応できるよう、

単独の支援機関では対応が難しい問題を、子ども、高齢、障害、生活困窮など

の各分野担当者が協働可能な地域のプラットホームを展開します。包括的な支

援体制を構築するため、断らない（属性を問わない）相談支援、社会の繋がり

や参加にむけた支援、地域作りにむけた支援を一体的に実施する「重層的支援

体制整備事業（※）」を整備していきます。 

 

※重層的支援体制整備事業：既存制度の制度間の仕切りは残したまま、対象者別の制度

の壁を低くすることで、対応困難ケース事案等に対して風通しを良くしスムーズな連携を

図るもの。当町については令和４年度より移行準備事業として開始し、令和７年度より本

事業開始予定。 

１ 
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差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止 
 

（１） 現状と課題  

① 差別解消の推進 

 共生社会の実現のため、平成 28 年４月に障害者差別解消法が施行されました。

すべての町民が障害を理由とした差別の解消の取り組みを推進する必要があり

ます。 

② 権利擁護の推進及び虐待の防止 

 障害者虐待防止法の適正な運用を通じて障害者虐待を防止するとともに、障

害者の権利侵害の防止や被害の救済を図っています。相談支援専門員やサービ

ス管理責任者、児童発達支援管理者等に対して、常日頃から虐待防止に関する

啓発を行うとともに、関係機関と連携し虐待防止に努める必要があります。 

 権利擁護とは、人権をはじめとした様々な権利を保護したり、本人に代わっ

てその財産を適切に管理したりすることで、個人が人間としての尊厳を持って

生きていくことを生活上の重要な場面でサポートしていくことです。こうした

権利擁護の問題は、支援が必要な人の増加により、需要に対する体制の整備が

求められています。障害者の権利を守るために、成年後見制度等の適切な利用

を促進していく必要があります。 

 

（２） 施策の方向性  

 ①差別解消の推進 

 障害者差別解消法並びに同法に基づく基本方針、対応要領及び対応指針に基

づき、障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止や、障害者に対する必要か

つ合理的な配慮の提供を徹底するなど、障害を理由とする差別の解消に向け取

組を進めるとともに、事業者が適切に対応できるよう必要な対応を行うよう努

めます。 

 

 

 

２ 
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 ②権利擁護の推進及び虐待の防止 

 障害者虐待防止法に関する積極的な広報・啓発活動を行うとともに、同法の

適切な運用を通じ、障害者虐待の防止及び養護者に対する相談等の支援に努め

ます。 

また、障害者本人に対する意思決定支援を踏まえた自己決定を尊重する観点

から、成年後見制度の適切な利用の促進に向けて取組を進めます。 

 

 

自立した生活の支援と意思決定支援の推進 
 

（１）現状と課題  

 自ら意思決定することが困難な障害者に対し、本人の自己決定を尊重する観

点から必要な意思決定支援を行うとともに、障害者が自らの決定に基づき、身

近な地域で相談支援を受けることのできる体制を構築することが求められます。 

 また、障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し、安全に安心し

て暮らすことのできる地域社会の実現に寄与するため、障害者の地域移行を一

層推進し、障害者が必要なときに必要な場所で、地域の実情に即した適切な支

援を受けられるよう取組を進めることが求められます。 

 

（２）施策の方向性  

 自ら意思決定することが困難な障害者が障害福祉サービスを適切に利用する

ことができるよう、本人の意思決定の支援に配慮しつつ、成年後見制度の適切

な利用の促進に努めます。 

 障害の有無にかかわらず、一人ひとりが安全に安心して暮らすことのできる

地域社会の実現に向け、相談体制の充実及び障害者福祉や支援制度に関する情

報提供体制の整備に努めます。また、在宅の重度心身障害者に対し、地域での

生活を続けられるよう支援制度の利用促進を図るとともに、介護者の介護技術

の向上を図ります。 

  

 

３ 
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保健・医療等サービスの充実 
 

（１）現状と課題  

 ①発生予防、早期発見・治療の推進 

 脳血管疾患や糖尿病などの生活習慣病は障害の原因となりやすく、疾病予防

としての日頃の健康づくりはとても重要なことです。生活習慣病の増加が問題

となっている現代では、壮年期以降の疾病による障害の発生も多いことから、

これからの疾病予防対策がさらに重要になっていきます。また寝たきりや認知

症予防の健康診査により早期発見、予防指導が必要であり、かかりつけの医療

機関との十分な連携により、必要な保健医療の指導・日常生活指導が必要です。 

 

②リハビリテーションの充実 

 障害者や高齢者が、住み慣れた地域で安全に、かつ安心して生活していくた

めには、寝たきりや要介護状態にならないよう、地域で適切なリハビリテーシ

ョンが提供されることが必要です。そのためには、関係者や関係機関が協力し、

地域リハビリテーションを推進していく必要があります。 

 

③ 精神保健対策の充実 

 精神障害は誰もがかかりうる病気であることを認識するため、心の健康づく

りに関する知識の普及・啓発が大切であり、早期受診・早期治療ができるよう、

早い段階から相談指導や治療を受けられる体制整備が必要です。 

 

 （２）施策の方向性  

 ①発生予防、早期発見・治療の推進 

健康診査や保健指導、相談事業等の母子保健及び、学校保健施策などを実施

し、心身障害児の発生予防、早期発見に努めます。また、生活習慣病等の早期

発見・早期治療の開始を促すため健診や健康教育・相談指導等を行います。こ

れら施策の推進を図るため、保健・福祉・医療の連携強化に努め、きめ細かい

対応・サービスの充実に努めます。 

４ 
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 ②リハビリテーションの充実 

 保健福祉・医療機関との連携を密にし、各分野の施策についてより効果的に

推進するよう努めます。また、可能な限り人間的な能力を回復させ、社会復帰

を推進するとともに、各リハビリテーションの重要性について、障害のある人、

ない人ともに広く思想普及を図っていきます。 

 

 ③精神保健対策の充実 

 精神障害や精神障害者についての正しい理解と偏見の払拭を図るため啓発・

広報活動に努めます。また、人権に配慮した相談・保健指導体制の構築・推進

を図ります。そして精神障害者が安心して医療サービスを受けられるよう、福

祉医療制度や自立支援医療など医療費負担軽減に関する制度の周知を図ります。 

 

 

教育の充実 
 

（１）現状と課題  

 成長発達期にある児童は、早期に障害を発見し適切な治療や指導訓練を受け

ることで、障害の軽減や基本的な生活能力の向上を図ることができます。障害

児に対し、乳幼児における成長の支援や、就学における障害の特性に応じた教

育を実施することにより、本人の持つ能力を伸ばし、将来にわたり生活に必要

な力を付けていくよう支援していくことが必要です。 

障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合

う共生社会の実現に向け、障害の有無にかかわらず、可能な限り共に教育を受

けることのできる仕組みを構築するとともに、障害に対する理解を深めるため

の取組を推進することが求められています。また、障害者が社会においてその

能力を発揮し、自己実現を図ることができるよう、障害者が学校教育のみなら

ず生涯にわたってその年齢、能力、障害の特性等を踏まえた教育を受けられる

ように取り組むことが必要です。 

 

 

５ 



23 

 

（２）施策の方向性  

療育に関する相談は、年々多様化・複雑化している傾向にあることから、よ

り適切に対応するため、関係機関の更なる連携体制の強化を図ります。  

小・中学校における通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援

学校といった連続性のある多様な学びの場の整備に努めます。また、障害者の

生きがいづくりや社会参加に向け、障害者が生涯にわたり教育やスポーツ、文

化などの様々な機会に親しむことができるよう、多様な学習活動を行う機会の

充実に努めます。 

そして、障害についての教職員の専門性の向上と理解促進を図るための研修

等を検討していきます。 

 

 

文化芸術活動・スポーツ等の充実 
 

（１）現状と課題  

 障害者の芸術及び文化活動への参加を通じて、障害者の生活を豊かにすると

ともに、障害への理解と認識を深め、障害者の自立と社会参加の促進に寄与す

ることが求められています。また、スポーツやレクリエーションを通じて、障

害者等の体力の増強や交流、余暇の充実等を図るとともに、地域における障害

者スポーツの一層の普及に努める必要があります。 

 

（２）施策の方向性  

 障害者団体の自立事業の開催を支援するとともに、福祉施設の入所者や在宅

で個々に活動している文化芸術活動の成果について発表の機会を提供するなど、

総合的なイベント開催を支援します。  

また、障害に理解のある講師や指導者、ボランティアの育成にとどまらず、

相談支援や環境整備、情報の発表の場などの体制の整備に努めます。 

健全な心身による明るい家庭づくりと、隣人愛による地域連帯を唱えた明和

町スポーツ新興都市宣言の理念を実践し、障害者の暮らしやすい町の創造に努

めます。 

６ 
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    雇用の拡大、就労の促進 
 

（１）現状と課題  

 障害者が社会的に自立し、生きがいを持って暮らすためには、就労すること

が重要ですが、雇用の場が限られていることや障害に対する適切な理解が不十

分なことから、障害者の働きたいという意向に十分に応えられないのが現状で

す。 

法定雇用率の改正などにより、以前に比べ障害者雇用に理解と関心が高まっ

ているなか、本町においても相談支援センターや関係機関等との連携のうえ、

身近な地域での就労支援を行っていく必要があります。 

障害者の就労を促進するためには、受入企業の理解や協力が重要であること

から、障害者雇用や職場環境整備に関する制度について啓発を行っていくとと

もに、障害者が就労可能な職種の開発や相談体制の充実を図る必要があります。 

 

（２）施策の方向性  

 障害者雇用促進法のもと、事業主や従業員等企業全体に対し障害者の雇用問

題についての理解を深め、啓発・広報活動を実施します。 

また、一般就労をするうえで必要な知識や能力の向上のための機会を提供す

るとともに、障害者の働きやすい環境づくりのため、障害者の配慮と差別解消

に向けた取り組みの充実、ハローワークや保健・福祉の関係機関との連携のう

え、障害者の雇用拡大と職場環境改善に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 
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意思疎通支援の充実 
 

（１）現状と課題  

 障害者が円滑に意思表示やコミュニケーションを行うことができるよう、意

思疎通支援を担う人材の育成・確保やサービスの円滑な利用促進、支援機器の

開発・提供等の取組を通じて意思疎通支援の充実を図ることが必要です。 

 

（２）施策の方向性  

 意思疎通を図ることに支障がある障害者に対して、手話通訳者の派遣等によ

る支援を行うとともに、人材の育成・確保を図り、コミュニケーション支援を

充実させるよう努めます。また、情報やコミュニケーションに関する支援機器

を必要とする障害者に対して日常生活用具の給付又は貸与等、利用の促進を図

ります。 

 

 

安全・安心なまちづくり推進 
 

（１）現状と課題  

 ①防災対策の推進 

 近年は、想定を超える規模の災害が発生し、本町においても避難勧告が発令

されたこともありました。障害のある人や高齢者等の要配慮者のうち、避難行

動要支援者は、災害発生時の避難の遅れ等により、被害を受けることが多く、

避難にあたり特に支援を必要とします。そのため町では地域防災計画との連携

を図りながら、各行政区で避難行動要支援者名簿を作成し、随時更新しており

ます。避難誘導体制の整備、福祉避難所の確保、自主防災組織の育成など、避

難行動要支援者の対策の拡充に努める必要があります。 

  

 

 

８ 

９ 
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②住みよいまちづくり推進 

 障害者が安心して生活するためには、生活環境の整備として、住宅の確保や

整備は重要な課題です。住み慣れた地域や家庭で生活をするためには、障害の

内容等に対応した住宅は必要不可欠なものです。住環境の改善を図るため、重

度の身体障害者の住宅改修に助成を行うとともに、グループホームの整備を推

進する必要があります 

  

（２）施策の方向性  

 ①防災対策の推進 

地震や火災など緊急時に迅速な避難誘導ができるよう町の地域防災計画の体

制構築に努めるとともに、各行政区で避難行動要支援者名簿を常に最新の状態

に更新し行政だけでなく地域住民の方々と協力をしながら、体制の整備や日々

の防災に関する啓発広報活動を実施します。 

また、普段より災害発生時を想定した訓練等を行政だけでなく行政区長や民

生委員児童委員、地域の福祉施設職員などと行い、顔の見える関係を構築して

いきます。  

 

 ②住みよいまちづくり推進 

障害のある人や高齢者等が安心して暮らせるまちづくりを公共機関関係や民

間企業などと連携を図りながら町民参加のもとに推進していきます。一般住宅

についても助成制度を周知・活用してもらい住環境の整備に努めていきます。 

また「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 30 年

11 月施行）」に基づき、町内施設のバリアフリー化の更なる促進を検討します。

誰もがいきいきと心豊かに日常生活を送り、社会活動を行うことができる社会

の実現目指し、ユニバーサルデザイン（※）の考え方を踏まえたまちづくりを

推進していきます。 

 

※ユニバーサルデザイン：バリアフリーの考え方をさらに進め、年齢や障害の有無など

にかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようデザインすることで、

心のバリアフリー化にも繋がるもの。 
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第５章 障害福祉計画・障害児福祉計画 
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第１節 成果目標の設定 

 

福祉施設から地域生活への移行 

 

（１）基本的な考え方  

  地域生活への移行を進める観点から、現在、福祉施設に入所している障害

のある人のうち、今後、自立訓練事業等を利用し、グループホーム等に移行

する者の数を見込み、その上で、令和５年度末の段階において地域生活に移

行する者の数値目標を設定しました。 

 

国の指針 

○ 令和４年度末時点の施設入所者の６％以上を令和８年度末までに地域生

活へ移行。 

○ 施設入所者数を令和４年度末時点から令和８年度末までに 5.0％以上削減

する。 

 

（２）成果目標  

明和町では、令和４年度末の施設入所者14人のうち２人が令和８年度末ま

でに地域生活へ移行することを目標とします。地域生活への移行が進むよう、

関係機関と連携し、相談支援体制の強化を進めます。 

 

項目 数値 考え方 

令和４年度末時点の施設入所者（Ａ）   14 人 令和４年度末時点の施設入所者数 

【目標】地域生活移行者数    ２人 
令和８年度末までに地域生活へ移行する人

の目標値 

令和８年度末における施設入所者数

（Ｂ） 
  12 人 令和８年度末時点の施設入所者見込数 

【目標】施設入所者数の削減 ２人 削減目標（見込み）数（Ａ）－（Ｂ） 

１ 
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

（１）基本的な考え方  

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築を目指す新たな政策理

念を踏まえ、市町村ごとの保健、医療、福祉関係者による協議の場を通じて、

支援体制の構築を目指します。 

 

 

国の指針 

○ 市町村ごとの保健、医療及び福祉関係者による協議の場を通じて、重層的

な連携による支援体制を構築するために必要となる協議の場の一年間の開催

回数の見込みを設定する。 

 

 

（２）成果目標  

明和町では、保健、医療、福祉関係者による協議の場を４回行うことを目

標とします。また、精神障害者の地域移行支援・地域密着支援、共同生活援

助など地域に根付いた支援を行うよう関係機関と連携していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
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項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 考え方 

市町村ごとの保健、医

療、福祉関係者による

協議の場の開催回数 

   ４回    ４回    ４回 

市町村ごとの保健、医療及び福

祉関係者による協議の場を通

じて、重層的な連携による支援

体制を構築するために必要と

なる、協議の場の一年間の開催

回数の見込み設定する 

市町村ごとの保健、医

療、福祉関係者による

協議の場への関係者

の参加者数 

    22 人     22人    22 人 

市町村ごとの保健、医療、福祉

関係者による協議の場への関

係者の参加者数を設定する 

市町村ごとの保健、医

療、福祉関係者による

協議の場における目

標設定及び評価の実

施回数 

   ２回    ２回    ２回 

市町村ごとの保健、医療、福祉

関係者による協議の場におけ

る目標設定及び評価の一年間

の開催回数を見込み設定する 

精神障害者の地域移

行支援利用者数 
   １人    １人    １人 

「地域移行支援の利用者」のう

ち精神障害者を設定する 

精神障害者の地域定

着支援利用者数 
   １人    1 人    1 人 

「地域定着支援の利用者」のう

ち精神障害者を設定する 

精神障害者の共同生

活援助利用者数 
      13 人      14 人      15 人 

「地域移行支援の利用者」のう

ち精神障害者を設定する 

精神障害者の自立支

援援助利用者数 
   ２人    ３人    ４人 

「自立生活援助の利用者」のう

ち精神障害者を設定する 

精神障害者の自立訓

練（生活訓練）利用者

数 

   ２人    ３人    ４人 

「自立訓練（生活訓練）の利用

者」のうち精神障害者を設定す

る 
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地域生活支援拠点等の整備 

（１）基本的な考え方  

地域生活支援拠点とは、障害者の地域での生活を支援する拠点または、複 

数の機関が分担して機能を担う面的な体制のことをいいます。障害者の重度化、

高齢化や「親亡き後」を見据え、障害者やその家族が地域で安心して生活する

ために必要となる機能を集約した拠点となっています。 

 

国の指針 

○ 「地域生活支援拠点等」を令和８年度末までの間、各市町村におい

て地域生活支援拠点等を整備（複数市町村による共同設置も可能）す

ることを基本とする。 

 

（２）成果目標  

明和町では、地域の複数の機関が分担して地域生活支援の機能を担う体制

を館林市と本町含む５町（以下「圏域」という）で令和４年度から設置して

おり、５つの指標に対しより一層の支援が行えるようにします。 

 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 考え方 

設置箇所数 
  １箇所

(圏域整備) 

   １箇所

(圏域整備) 

  １箇所

(圏域整備) 

地域生活支援拠点等の設置箇所

を設定する 

コーディネーター

の配置人数 
    ５人      ５人     ５人 

コーディネーターの配置人数を

設定する 

検証及び検討の実

施回数について、年

間の見込み数 

６回 ６回 ６回 

地域生活支援拠点等が有する機

能の充実に向けた検証及び検討

の実施回数について、年間の見

込み数を設定する 

３ 
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強度行動障害を有

する障害者の支援

体制の充実 

     有       有      有 

強度行動障害を有する者に関

し、その状況や支援ニーズを把

握し、地域の関係機関が連携し

た支援体制整備を進めることを

基本とする 
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福祉施設から一般就労への移行等 

 

（１）基本的な考え方  

  就労移行支援事業等の推進により、障害のある人の福祉施設から一般就労

への移行を進めます。 

 

  

国の指針 

○ 令和８年度末までに福祉施設から一般就労への移行者数を、令和３年

度実績の 1.28 倍以上とする。 

 うち移行支援事業：1.31 倍、就労Ａ型：1.29 倍、就労Ｂ型：1.28 倍 

○ 就労定着支援事業利用者数：一般就労移行者のうち、５割以上の利用。 

〇 就労定着率７割以上の就労定着事業所数：２割５分以上 

 

 

（２）成果目標  

明和町では、福祉施設から一般就労への移行者数２人、就労移行支援や就

労継続支援Ａ型については２人、Ｂ型については２人を目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
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項目 数値 考え方 

【実績】令和３年度の一般就労移行者数 ０人 

令和３年度において、福祉施設の利用者の

うち、就労移行支援事業等を通じて、一般

就労した者の数 

【目標】福祉施設から一般就労への移行

者数 
２人 

就労移行支援事業等を通じて、令和８年度

までに一般就労する者の数 

【実績】令和３年度の就労移行支援事へ

の移行者数 
０人 

令和３年度末における就労移行支援事業の

利用者数 

【目標】就労移行支援事業の一般就労へ

の移行者数 
２人 

令和８年度までに令和３年度の移行実績の

1.31 倍以上にする 

【実績】令和３年度の就労継続支援Ａ型

事業の一般就労移行者数 
１人 

令和３年度末における就労継続支援Ａ型の

利用者数 

【目標】就労継続支援Ａ型事業の一般就

労移行者数 
２人 

令和８年度までに令和３年度の移行実績の

1.29 倍以上にする 

【実績】令和３年度の就労継続支援Ｂ型

事業の一般就労移行者数 
０人 

令和３年度末における就労継続支援Ｂ型の

利用者数 

【目標】就労継続支援Ｂ型事業の一般就

労移行者数 
２人 

令和８年度までに令和３年度の移行実績の

1.28 倍以上にする 

【目標】就労定着支援事業の利用者数 ２人 
令和８年度に一般就労するもののうち７割

が就労定着支援事業を利用すること 

【目標】就労定着支援事業の就労定着率 ３割 

就労定着支援事業所のうち、就労定着率が

７割以上の事業所を全体の 2割５分以上と

する 
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 障害児支援の提供体制の整備等 

（１）基本的な考え方  

  障害児に対する重層的な地域支援体制の構築と、医療的ニーズへの対応等

に向けて、新たに障害児支援の提供に関する成果目標を設定します。 

 

 

 国の指針 

○ 令和８年度末までに、児童発達支援センターを各市町村に少なくとも

１カ所以上設置することを基本とする。なお、市町村単独での設置が困

難な場合には、関係市町村の協議により、圏域で設置することもできる

ものとする。 

○ 各市町村又は圏域に設置された児童発達支援センターが保育所等訪

問支援を実施するなどにより、令和８年度末までに、すべての市町村に

おいて、保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することを基本とす

る。 

〇 令和８年度末までに各市町村において、主に重度心身障害児を支援す

る児童発達支援事業所を少なくとも１箇所以上確保することを基本と

する。なお、市町村単独での設置が困難な場合には、関係市町村の協議

により、圏域で設置することもできるものとする。 

〇 令和８年度末までに市町村において、主に重症心身障害児を支援する

放課後等デイサービスを少なくとも１か所以上確保することを基本と

する。なお、市町村単独での設置が困難な場合には、関係市町村の協議

により、圏域で設置することもできるものとする。 

〇 令和８年度末までに市町村において医療的ケア児支援の協議の場の

設置及び医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置をする。なお、

市町村単独での設置が困難な場合には、関係市町村の協議により、圏域

で設置することもできるものとする。 

 

５ 
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（２）成果目標  

明和町では、児童発達支援センターの設置については、圏域で設置を検討

します。また医療的ケア児支援のための協議の場についても圏域で１箇所、

コーディネーターの配置については２人を目標とします。また令和４年度と

令和５年度に明和町に障害児通所支援事業所が開所されましたので、今後も

障害児及びその家族への支援を適切に行うことができるよう、充実した体制

の整備を進めます。   

 

項目 数値 考え方 

【目標】児童発達支援セン

ターの設置 

１箇所  

(圏域整備) 

令和８年度末までに圏域に少なくとも 1箇所以上設

置する 

【目標】保育所等訪問支援

事業の実施 
１箇所 

令和８年度末までに圏域で事業が利用できる体制を

構築する 

【目標】障害児の地域社会

への参加・包容を推進する

ための体制の構築 

有 

令和８年度末までに地域の障害児通所支援事業所等

が保育所等訪問支援等を活用しながら、障害児の社

会参加・包容を推進する体制を構築する 

【目標】主に重症心身障害

児を支援する児童発達支

援事業所の確保 

１箇所  

(圏域整備) 

令和８年度末までに主に重症心身障害児を支援する

児童発達支援事業所を少なくとも 1箇所以上設置す

る 

【目標】主に重症心身障害

児を支援する放課後等デ

イサービス事業所の確保 

１箇所  

(圏域整備) 

令和８年度末までに圏域に重症心身障害児を支援す

る放課後等デイサービス事業所を少なくとも 1箇所

以上設置する 

【目標】医療的ケア児支援

のための関係機関の協議

の場の設置 

１箇所  

(圏域整備) 

令和８年度末までに保健、医療、障害福祉、保育、

教育等の関係機関が連携を図るために 1箇所以上協

議の場の設置する 

【目標】医療的ケア児等に

関するコーディネーター

の配置 

２人 

令和８年度末までに圏域に協議の場とともに、医療

的ケア児等に関するコーディネーター設置すること

を基本とする 
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～発達障害者等に対する支援～ 

 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 考え方 

【目標】ペアレント

トレーニングやペ

アレントプログラ

ム等の支援プログ

ラム等の受講者数 

   １人     １人    １人 

現状のペアレントトレーニングや

ペアレントプログラム等の支援プ

ログラムの実施状況及び市町村等

における発達障害者等の数を勘案

し、受講者数の見込みを設定する 

【目標】ペアレント

トレーニングやペ

アレントプログラ

ム等の支援プログ

ラム等の実施者数 

   １人     １人    １人 

現状のペアレントトレーニングや

ペアレントプログラム等の支援プ

ログラムの実施状況及び市町村等

における発達障害者等の数を勘案

し、実施者数の見込みを設定する 

【目標】ペアレント

メンターの人数 
   １人     １人    １人 

現状のペアレントメンター養成研

修等の実施状況及び市町村等にお

ける発達障害者等の数を勘案し、ペ

アレントメンターの人数の見込み

を設定する 

【目標】ピアサポー

トの活動への参加

人数 

   ２人     ２人    ２人 

現状のピアサポートの活動状況及

び市町村等における発達障害者等

の数を勘案し、数の見込みを設定す

る 

 

※ペアレントトレーニング・・・保護者の方々が子どもとより良い関わり方学びながら、

日常の子育ての困りごとを解消し、子どもの発達促進や

行動改善を目的とした保護者向けのプログラム。 

※ペアレントプログラム・・・・育児に不安のある保護者、仲間関係を築くことに困って

いる保護者などを、地域の支援者（保育士・保健師・福

祉事務所の職員等）が効果的に支援できるよう設定され

た、グループ・プログラム。 
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※ペアレントメンター・・・・・自らも発達障害のある子育てを経験し、かつ相談支援に

関する一定のトレーニングを受けた親。 

※ピアサポート活動・・・・・・「ピア」とは仲間を意味し、「サポート」とは支援するこ

とを意味する。専門家によるサポートとは違い、障害の

ある人自身が、自らの体験に基づいて他の障害のある人

の相談相手となったり、同じ仲間として社会参加や地域

での交流を支援する活動。 

 

 

 

 

相談支援体制の充実・強化等 

 

（１）基本的な考え方  

  各市町村又は圏域で、相談支援体制の充実・強化に向けた体制を確保しま

す。 

 

 国の指針 

○ 令和８年度末までに各市町村（又は各圏域）において、総合的・専門

的な相談支援の実施及び地域の相談支援体制の強化を実施する体制を確

保することを基本とする。 

〇 なお、これらの取組を実施するにあたっては、基幹相談支援センター

等がその機能を担うことを検討する。 

 

 

（２）成果目標  

明和町では、基幹相談支援センターの設置については、圏域で設置を検討

します。 

 

６ 
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項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 考え方 

総合的・専門的な

相談支援 
    有     有     有 

障害の種別や各種のニーズに対応で

きる総合的・専門的な相談支援の実施

の見込みを設定する 

地域の相談支援

体制の強化① 
６件 ６件 ６件 

地域の相談支援事業者に対する訪問

等による専門的な指導・助言件数の見

込みを設定する 

地域の相談支援

体制の強化② 
６件 ６件 ６件 

地域の相談支援事業者の人材育成の

支援件数の見込みを設定する 

地域の相談支援

体制の強化③ 
６回 ６回 ６回 

地域の相談機関との連携強化の取組

の実施回数の見込みを設定する 

地域の相談支援

体制の強化④ 
６回 ６回 ６回 

基幹相談支援センターによる個別事

例の支援内容の検証の実施回数の見

込みを設定する 

地域の相談支援

体制の強化⑤ 
１人 １人 １人 

基幹相談支援センターにおける主任

相談支援専門員の配置数の見込みを

設定する 

協議会における

個別事例の検討

を通じた地域の

サービス基盤の

開発・改善を行う

取組 

 有  有  有 

自立支援協議会における相談支援事

業所の参画による事例検討により、個

別事例の検討を通じた地域サービス

基盤の開発・改善を行う取組を行う体

制を確保することを基本とする。 
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障害 障害福祉サービス等の質の向上 

 

（１）基本的な考え方  

  各都道府県や各市町村において、サービスの質の向上を図るための体制を

構築します。 

 

 国の指針 

○ 利用者が真に必要とする障害福祉サービス等を提供していくため、令

和８年度末までに障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に関

する事項を実施する体制を構築することを基本とする。 

 

（２）成果目標  

明和町では、障害福祉サービス等に係る研修への参加人数３人を目標とし

ます。 

項目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 考え方 

障害福祉サービス等

に係る各種研修の活

用 

   ３人    ３人    ３人 

都道府県が実施する障害福祉サービス

等に係る研修その他の研修への市町村

職員の参加人数の見込みを設定する 

障害者自立支援審査

支払等システムによ

る審査結果の共有 

        無         無         無 

障害者自立支援審査支払等システム等

による審査結果を分析してその結果を

活用し、事業所や関係自治体等と共有

する体制の有無及びその実施回数の見

込みを設定する 

   ０回    ０回    ０回 

指導監査結果の関係

市町村との共有 

        無         無         無 

都道府県が実施する指定障害福祉サー

ビス事業者及び指定障害児通所支援事

業者等に対する指導監査の適正な実施

結果を関係自治体と共有する体制の有

無及び共有回数の見込みを設定する 

   ０回    ０回    ０回 

７ 
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明 和 町 
 

第２節 障害福祉サービス等の必要量の見込みと確保方策 

 

◆サービスの体系 

 

                  

 

 

 

    

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

                           

  

 

 

 

 

 

 

群馬県 

 

    

介護給付 

○居宅介護        

○重度訪問介護 

○同行援護 

○行動援護 

○重度障害者等包括支援 

○短期入所 

○療養介護 

○生活介護 

○施設入所支援 

 

訓練等給付 

○自立訓練      

(機能訓練・生活訓練) 

○就労移行支援 

○就労継続支援(Ａ型Ｂ型) 

○就労定着支援    

○自立生活援助    

○共同生活援助 

(グループホーム) 

 

地域生活支援事業 

○理解促進研修・啓発事業     ○日常生活用具給付等事業 

○自発的活動支援事業   ○手話奉仕員養成研修事業 

○相談支援事業    ○移動支援事業 

○成年後見制度利用支援事業  ○地域活動支援センター 

○成年後見制度法人後見支援事業  ○その他 

○意思疎通支援事業   ●任意事業   

 

 

障害のある人 

自立支援給付 

障害児支援 

○障害児通所 

○障害児相談支援 

○保育所等訪問支援   

○居宅訪問型児童発達支援 

○コーディネーター設置 

障害児支援 

○障害児入所 

自立支援医療 

○更生医療 

○育成医療 

相談支援給付 

○計画相談支援 

○地域相談支援 

(地域移行支援・地域定着支援） 

補装具給付 
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   訪問系サービス 

 

（１）サービスの内容と見込量  

 

①居宅介護 

 居宅において、入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家

事並びに生活等に関する相談及び助言、その他の生活全般にわたる援助を行い

ます。 

 

②重度訪問介護 

重度の障害のある人で常に介護を必要とする方に、居宅において、入浴、排

せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相

談及び助言その他の生活全般にわたる援助並びに外出時における移動中の介護

を総合的に行います。 

 

③同行援護 

視覚障害により移動に著しい困難を有する障害のある人に、外出時に同行し、

移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護やその他の外出する際に必

要な援助を行います。 

 

④行動援護 

障害のある人が行動する際に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外

出時における移動中の介護、排せつ及び食事等の介護、その他行動する際に必

要な援助を行います。 

 

⑤重度障害者等包括支援 

重度の障害のある人に対し、居宅介護、同行援護、重度訪問介護、行動援護、

生活介護、短期入所、自立訓練、就労移行支援及び就労継続支援を包括的に提

供します。 

１ 
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○利用実績 

 

サービスの種類 単位 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

居宅介護、重度訪問介護、

同行援護、行動援護、 

重度障害者等包括支援 

利用者数（人／月） １４ １０ １２ 

利用量（時間／月） ２６５ ２１０ ２２５ 

                             

 

○必要量の見込み 

              

サービスの種類 単位 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

居宅介護、重度訪問介護、

同行援護、行動援護、 

重度障害者等包括支援 

利用者数（人／月） １２ １３ １４ 

利用量（時間／月） ２３０ ２５０ ２７０ 

 

 

 

  

・在宅での生活を支援するにあたって、訪問系サービスは障害者の在宅生活

を支える重要なサービスです。今後、施設や病院から在宅に移行する障害者

が増えることで、利用希望は高まることが考えられるため、障害者が安心し

て生活ができるよう必要量を見込みます。 

・訪問系サービスの基盤整備に向けて、圏域全体でサービス提供事業者に対

して事業への参入を働きかけるとともに、効率的で質の高いサービスが継続

的に提供されるよう、サービス提供事業者や相談支援事業所との連携を図り

ます。 

 

必要な見込量の確保のための方向性 
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日中活動系サービス  
 

（１）サービスの内容と見込量  

 

①生活介護 

主として昼間において、入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃

除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の必要な日常生活上の支

援、創作的活動又は生産活動の機会の提供その他の身体機能又は生活能力の向

上のために必要な援助を行います。 

 

②自立訓練（機能訓練） 

身体障害を有する障害のある人につき、障害者支援施設若しくはサービス事

業所に通わせ、当該障害者支援施設若しくはサービス事業所において、又は当

該障害者の居宅を訪問することによって、理学療法、作業療法その他必要なリ

ハビリテーション、生活等に関する相談及び助言その他の必要な支援を行いま

す。 

③自立訓練（生活訓練） 

知的障害又は精神障害を有する障害のある人につき、障害者支援施設若しく

はサービス事業所に通わせ、当該障害者支援施設若しくはサービス事業所にお

いて、又は当該障害者の居宅を訪問することによって、入浴、排せつ及び食事

等に関する自立した日常生活を営むために必要な訓練、生活等に関する相談及

び助言、その他の必要な支援を行います。 

 

④就労選択支援 

 障害がある人が就労先・働き方についてより良い選択ができるよう、就労ア

セスメントの手法を活用して、本人の希望、就労能力や適性等に合った選択の

支援を行います。 

 

２ 
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⑤就労移行支援 

就労を希望する 65 歳未満の障害のある人であって、企業等に雇用されること

が可能と見込まれる者につき、生産活動、職場体験その他の活動の機会の提供、

その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関

する支援、その適性に応じた職場の開拓、就職後における職場への定着のため

に必要な相談、その他の必要な支援を行います。 

 

⑥就労継続支援（Ａ型） 

企業等に就労することが困難な者につき、雇用契約に基づき、継続的に就労

することが可能な対象者に対し、生産活動その他の活動の機会の提供、その他

の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の必要な支援

を行います。 

 

⑦就労継続支援（Ｂ型） 

企業等に雇用されることが困難な障害のある人のうち、企業等に雇用されて

いた障害のある人であって、①その年齢、心身の状態その他の事情により、引

き続き当該事業所に雇用されることが困難となった者、②就労移行支援によっ

ても企業等に雇用されるに至らなかった者、③その他の企業等に雇用されるこ

とが困難な者について、生産活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に

必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の必要な支援を行いま

す。 

 

⑧就労定着支援 

 一般就労へ移行した障害者に対して、就労に伴う生活面の課題に対し、就労

の継続を図るために企業・自宅等への訪問や障害者の来所により必要な連絡調

整や指導・助言等を行います。 

 

⑨療養介護 

病院において機能訓練、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護、

日常生活上の世話、その他必要な医療を要する障害のある人であって常時介護
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を要するものにつき、主として昼間において、病院において行われる機能訓練、

療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び日常生活上の世話を行

います。また、療養介護のうち医療に係るものを療養介護医療として提供しま

す。 

 

⑩短期入所（ショートステイ） 

居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、宿泊を伴う短期

間の入所を必要とする障害のある人を施設に短期間入所をさせ、入浴、排せつ

及び食事その他の必要な保護を行います。 
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○利用実績 

 

サービスの種類 単位 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

生活介護 利用者数（人／月） ３１ ３２ ３４ 

利用量（人日／月） ６５８ ６１３ ７１０ 

自立訓練（機能訓練） 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用量（人日／月） ０ ０ ０ 

自立訓練（生活訓練） 利用者数（人／月） ３ １ ０ 

利用量（人日／月） ３７ １８ ０ 

就労移行支援 利用者数（人／月） １ ２ ３ 

利用量（人日／月） １１ ３１ ４４ 

就労継続支援（A型） 利用者数（人／月） ３ ４ ５ 

利用量（人日／月） ６６ ７７ ８４ 

就労継続支援（B型） 利用者数（人／月） １７ ２０ ２２ 

利用量（人日／月） ３３７ ３４１ ４１６ 

就労定着支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

療養介護 利用者数（人／月） ０ ０ ２ 

短期入所 利用者数（人／月） １ ２ ３ 

利用量（人日／月） ６ ３２ ２２ 
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○必要量の見込み 

 

サービスの種類 単位 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

生活介護 
利用者数（人／月） ３３ ３４ ３５ 

利用量（人日／月） ６６０ ６８０ ７００ 

自立訓練（機能訓練） 
利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用量（人日／月） ０ ０ ０ 

自立訓練（生活訓練） 
利用者数（人／月） １ １ １ 

利用量（人日／月） ２０ ２０ ２０ 

就労選択支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

就労移行支援 
利用者数（人／月） ２ ２ ２ 

利用量（人日／月） ４０ ４０ ４０ 

就労継続支援（A型） 
利用者数（人／月） ５ ６ ７ 

利用量（人日／月） １１０ １２０ １３０ 

就労継続支援（B型） 
利用者数（人／月） ２３ ２４ ２５ 

利用量（人日／月） ５３０ ５４０ ５５０ 

就労定着支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

療養介護 利用者数（人／月） ２ ２ ２ 

短期入所（福祉型） 
利用者数（人／月） ４ ５ ６ 

利用量（人日／月） ２０ ２５ ３０ 

 

うち強度行動障害を有する者   

うち高次脳機能障害を有する者             

うち医療的ケアを必要とする者 

利用者数（人／月） １ ２ ３ 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

短期入所（医療型） 
利用者数（人／月） ２ ２ ２ 

利用量（人日／月） １０ １０ １０ 

 

うち強度行動障害を有する者   

うち高次脳機能障害を有する者             

うち医療的ケアを必要とする者 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用者数（人／月） １ １ １ 
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・生活介護については、町内外の既存サービス提供事業所だけにとどまらず、

指定通所介護事業所においても基準該当生活介護（※）としてサービス提供し

ます。また、必要に応じてサービス提供事業所の新規参入を促進するための支

援を検討します。 

・自立訓練・療養介護については、サービス提供事業所の動向にあわせ、利用

可能な事業所の確保とその周知を図ります。 

・短期入所のついては、既存のサービス提供事業所を中心に障害者を介護・療

養する家庭の負担を軽減するため、一時的や緊急的にも利用できるサービスの

充実を図ります。 

・障害がある人の就労については、必要な訓練の提供を受けるため、関係機関

との連絡調整を図りながら、一般就労への移行・定着を支援します。 

・障害者の雇用促進や工賃の向上を図るため、受注機会を拡大することについ

て、意欲的に取り組みます。 

・社会資源が少ない当地域において、身近な場所での利用が可能になるよう、

情報提供を行うことはもちろん、質の高いサービスが継続的に提供されるよう、

サービス提供事業者との連携を図ります。 

 

※基準該当生活介護・・・介護保険制度における指定通所介護事業所等が、その利用者定

員の枠内で障害のある方に対して、食事・入浴等のサービスや

レクリエーションなどの日中活動を提供するもの。 

 

 

 

必要な見込量の確保のための方向性 
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居住系サービス  

（１）サービスの内容と見込量  

 

①自立生活援助 

 障害者支援施設やグループホーム等を利用していた障害者で一人暮らしを希

望する者等に対して、定期的又は利用者からの要望に応じて利用者の居宅を訪

問し、生活上の課題などについて確認を行い、必要な助言や医療機関等との連

絡調整を行います。 

 

②共同生活援助（グループホーム） 

共同生活を営む住居に入居している障害のある人につき、主として夜間にお

いて、共同生活住居において入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び

掃除等の家事、生活等に関する相談及び助言、就労先その他関係機関との連絡、

その他の必要な日常生活上の世話を行います。 

 

③施設入所支援 

施設に入所する障害のある人につき、主として夜間において、入浴、排せつ

及び食事等の介護、生活等に関する相談及び助言、その他の必要な日常生活上

の支援を行います。 

 

④宿泊型自立訓練 

 地域生活を営むうえで一定の支援が必要な知的障害者・精神障害者に対し、

施設に宿泊させ、食事や家事などの日常生活能力を向上するための支援を行い

ます。 

 

 

 

 

３ 
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○利用実績 

 

サービスの種類 単位 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

自立生活援助 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

共同生活援助    

（グループホーム） 

利用者数（人／月） １７ １７ ２０ 

施設入所支援 利用者数（人／月） １５ １４ １６ 

宿泊型自立訓練 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

          

 

 

○必要量の見込み 

 

サービスの種類 単位 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

自立生活援助 利用者数（人／月） １ １ １ 

共同生活援助    

（グループホーム） 
利用者数（人／月） 18 18 18 

 

うち強度行動障害を有する者   

うち高次脳機能障害を有する者             

うち医療的ケアを必要とする者 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

利用者数（人／月） １ １ １ 

利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

施設入所支援 利用者数（人／月） 17 17 17 

宿泊型自立訓練 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

 

 

 

・地域生活への移行の観点から、グループホーム利用を促進するとともに、サ

ービス提供事業所が新規参入しやすいよう、必要に応じて支援を行います。 

・施設入所支援については、施設入所者の地域生活への移行等を勘案しながら、

必要な実施体制と見込量の確保に努めます。 

必要な見込量の確保のための方向性 
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相談支援  
  

（１）サービスの内容と見込量   

 

①計画相談支援 

サービス等利用計画についての相談及び作成などの支援が必要と認められる

場合に、障害のある人の自立した生活を支え、障害のある人の抱える課題の解

決や適切なサービス利用に向けて、ケアマネジメントによりきめ細かく支援す

るものです。 

 

②地域移行支援 

入所施設や精神科病院等からの退所・退院にあたって支援を要する者に対し、

入所施設や精神科病院等における地域移行の取組と連携しつつ、地域移行に向

けた支援を行うものです。 

 

③地域定着支援 

入所施設や精神科病院等から退所・退院した者、家族との同居から一人暮ら

しに移行した者、地域生活が不安定な者等に対し、地域生活を継続していくた

めの支援を行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
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○利用実績 

 

サービスの種類 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画相談支援 利用者数（人／月） １５ １５ １５ 

地域移行支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

地域定着支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

                  

 

○必要量の見込み 

 

サービスの種類 単位 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

計画相談支援 利用者数（人／月） １３ １４ １５ 

地域移行支援 利用者数（人／月） １ １ １ 

地域定着支援 利用者数（人／月） １ １ １ 

 

 

 

・ 障害特性や個々のニーズに配慮した、よりきめ細やかな相談支援を行うため、

様々な社会資源を活用しながら、身近な相談支援の基盤整備に取り組みます。 

・一般相談支援と計画相談支援、地域相談支援の役割分担や計画相談支援と障

害福祉サービスを提供する事業者とのあり方について、館林市外五町地域自

立支援協議会での検討を踏まえ、相談支援体制の更なる充実を図ります。 

・地域移行支援、地域定着支援については、精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステム構築に向けての協議の場において、関係者に周知を図りサービス

の利用を促進します。 

・広報誌や町のホームページなどを通じ、新たな制度の周知を行い、障害者や

その家族に対する相談支援体制の充実に努めます。 

必要な見込量の確保のための方向性 
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障害児支援 

 

（１）サービスの内容と見込量  

 

①児童発達支援 

 主に就学前の障害児に対し、日常生活における基本的な動作の指導、知識技

能の付与、集団生活への適応訓練などの支援を行います。 

 

②放課後等デイサービス 

 主に就学している障害児に対し、放課後等に施設に通わせ、生活能力向上の

ための必要な訓練、社会との交流促進などの支援を行います。 

 

③保育所等訪問支援  

保育所等を利用中の障害のある児童に対し、関連施設で指導経験のある児童

指導員や保育士が訪問を行い、集団生活の適応のための専門的な支援を行いま

す。 

 

④居宅訪問型児童発達支援 

重度の障害児等であって、障害児通所支援を受けるために外出することが著

しく困難な障害児に対し、居宅を訪問して発達に係る支援を行います。 

 

⑤障害児入所支援  

入所により、障害のある児童に日常生活の指導及び自活に必要な知識や技能

の付与を行うサービスです。 

 

⑥障害児相談支援 

障害児通所支援を利用する障害児に対して、支給決定又は支給決定の変更前

に、障害児支援利用計画案を作成します。また、支給決定又は変更後、サービ

ス事業者等との連絡調整、計画の作成を支援します。 

５ 
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⑦医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置 

 地域における課題の整理や地域資源の開発等を行いながら、医療的ケア児に

対する支援体制づくりを推進します。 

 

○利用実績 

 

サービスの種類 単位 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

児童発達支援 

利用者数（人／月） １３ １７ ２５ 

利用量（人日／月） １０４ １５９ ２０１ 

放課後等デイサービス 
利用者数（人／月） ２５ ３０ ３３ 

利用量（人日／月） ２９７ ３８８ ４３８ 

保育所等訪問支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

居宅訪問型児童発達支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

福祉型児童入所支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

医療型児童入所支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

障害児相談支援 利用者数（人／月） ４ ７ ６ 

医療的ケア児等に関する

コーディネーターの配置 
利用者数（人／月） ０ ０ ０ 
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○必要量の見込み 

 

サービスの種類 単位 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

児童発達支援 
利用者数（人／月） ２５ ２７ ２９ 

利用量（人日／月） ３７０ ３９０ ４１０ 

放課後等デイサービス 
利用者数（人／月） ３４ ３５ ３６ 

利用量（人日／月） ４６０ ４８０ ５００ 

保育所等訪問支援 
利用者数（人／月） １ １ １ 

利用量（人日／月） ２ ２ ２ 

居宅訪問型児童発達支援 
利用者数（人／月） １ １ １ 

利用量（人日／月） ２ ２ ２ 

福祉型児童入所支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

医療型児童入所支援 利用者数（人／月） ０ ０ ０ 

障害児相談支援 利用者数（人／月） ６ ７ ８ 

医療的ケア児等に関する

コーディネーターの配置 
利用者数（人／年）     １ １ １ 

 

 

 

 ・障害児の療育及び訓練、また日中活動の場として、今後もサービス利用の

増加が見込まれます。支援を必要とする人が適切にサービスの利用ができ

るよう、圏域全体でサービス事業者の確保に努めます。 

・当町でも 2箇所の障害児通所サービス事業所ができたため、町内で支援が

受けられ、どの障害にも対応ができるようにするとともに、引き続き特性

に応じた専門的な支援が提供されるよう、サービス提供事業者や障害児相

談支援事業所と連携を図り、基盤の整備や質の向上に努めます。 

 ・各ライフステージにおいて切れ目のない一貫した支援を提供し、障害児通

所支援から障害福祉サービスへの移行に当たっても円滑にできるように緊

密に連携強化を図ります。 

必要な見込量の確保のための方向性 
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地域生活支援事業  

 

（１）サービスの内容と見込量   

◆必須事業◆ 

①理解促進研修・啓発事業 

 障害のある人が日常生活及び社会生活を営む上で生じる｢社会的障壁｣を除去

するため、障害のある人の理解を深めるため研修・啓発を通じて地域住民へ働

きかけます。 

 

②自発的活動支援事業 

 障害のある人が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障

害のある人、その家族、地域住民等による地域における自発的な取組を支援し

ます。 

 

③相談支援事業 

ア. 障害者相談支援事業  

 本町では、相談支援事業を委託しており、障害のある人からの相談に応じ、

必要な情報の提供及び助言その他の障害福祉サービスの利用支援等、必要な

支援を行うとともに、虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連

絡調整その他の障害のある人の権利擁護のために必要な援助（相談支援事業）

を行います。 

 また、こうした相談支援事業を効果的に実施するために、地域において障

害のある人を支えるネットワークの構築が不可欠であることから、相談支援

事業を実施するにあたって、館林市外五町地域自立支援協議会を設置し、中

立・公平な相談支援事業の実施のほか、地域の関係機関の連携強化、社会資

源の開発・改善等を推進します。 

 

 

６ 
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イ. 基幹相談支援センター等機能強化事業 

 相談支援事業が適正かつ円滑に実施されるよう、一般的な相談支援事業に

加え、特に必要と認められる能力を有する専門的職員を市町村等に配置する

ことにより、相談支援機能の強化を図ります。  

 

ウ. 住宅入居等支援事業（居住サポート事業） 

 賃貸契約による一般住宅（公営住宅及び民間の賃貸住宅）への入居を希望

しているが、保証人がいない等の理由により入居が困難な障害のある人に対

し、入居に必要な調整等に係る支援を行うとともに、家主等へ相談・助言し

ます。 

 

④成年後見制度利用支援事業 

 知的障害、精神障害等で判断能力が不十分な人が、親族などの身寄りがない

などの理由により法定後見制度の当事者による申し立てが困難な場合、町が申

し立てを行います。 

 また、後見人等への報酬の支払が困難な方について、その報酬の一部又は全

部を助成します。 

 

⑤意思疎通支援事業 

聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障害のため、意思疎通を図ること

に支障がある障害のある人に、手話通訳、要約筆記等の方法により、障害のあ

る人とその他の者の意思疎通を支援する手話通訳者、要約筆記者等の派遣等を

行います。 

 

⑥ 日常生活用具給付等事業 

障害のある人に対し、自立生活支援用具等の日常生活用具を給付又は貸与す

ること等により、日常生活の便宜を図ります。 
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⑦ 手話奉仕員養成研修事業 

 意思疎通を図ることに支障がある障害のある人が、自立した日常生活又は社

会生活を営むことができるように手話奉仕員を養成します。 

 

⑧ 移動支援事業 

 屋外での移動が困難な障害のある人について、外出のための支援を行うこと

により、地域における自立生活及び社会参加を促すことを目的としています。 

 

⑨ 地域活動支援センター機能強化事業 

障害のある人を通わせ、地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動の機会

の提供、社会との交流の促進等の便宜を供与する地域活動支援センターの機能

を充実強化し、もって障害のある人の地域生活支援の促進を図ります。 
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○利用実績及び必要量の見込み 

 

サービス名 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

理解促進研修・啓発事業  無 無 有 有 有 有 

自発的活動支援事業  無 無 有 有 有 有 

相談支援事業  

①基幹相談支援センター  無 無 無 有 有 有 

②基幹相談支援センター

等機能強化事業 

 

無 無 無 有 有 有 

住宅入居等支援事業       無  無 無 有 有 有 

成年後見制度利用支援事業 人 ０ １ １ １ １ １ 

手話通訳者・要約筆記者

派遣事業 

件 

１ ０ ２ ５ ５ ５ 

日常生活用具給付事業  

①介護・訓練支援用具 件 １ ０ ２ ２ ２ ２ 

②自立生活支援用具 件 ０ １ １ １ １ １ 

③在宅療養等支援用具 件 ０ １ １ １ １ １ 

④情報・意思疎通支援用具 件 ２ ３ １ １ １ １ 

⑤排泄管理支援用具 件 １９０ １８８ １８０ １８０ １８０ １８０ 

居宅生活動作補助用具 

（住宅改修費） 

人 ０ ０ １ １ １ １ 

手話奉仕員養成研修事業

実養成講習修了見込者数 

人 ０ ３ ５ ５ ５ ５ 

移動支援事業 

見込者数  

見込時間数 

人 ３ １ ５ ５ ５ ５ 

時間 １９０ １４５ ３００ ３００ ３００ ３００ 

地域活動支援

センター 

町内    

他市町村 

人 １３ １２ １２ １２ １２ １２ 

人 ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

※各年度末現在 令和５年度以降は見込値 
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◆任意事業◆ 

①日中一時支援事業 

 障害のある人の日中活動の場を提供するとともに、障害のある人の家族の就

労支援及び障害のある人を日常的に介護している家族の一時的な休息をとるこ

とを促進するために、日中の見守りや社会に適応するための日常的な訓練等を

行います。 

 

②訪問入浴サービス 

 自宅での入浴が困難な障害のある人に、事業者を自宅に派遣して入浴サービス

を提供します。 

 

○利用実績及び必要量の見込み 

 

サービス名 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

日中一時支援事業 人 ３ ２ ５ ５ ５ ５ 

訪問入浴サービス 人 １ １ １ １ １ １ 

※各年度末現在 令和５年度以降は見込値 
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・相談支援事業については、館林市外五町地域自立支援協議会を中心とした

サービス提供事業所と連携し、円滑な相談体制の整備を進めます。 

・日常生活用具給付事業については、障害者の自立生活に資するため、サー

ビス周知と日常生活用具等の情報を提供するとともに、毎年予算確保に努

めます。また、障害がある人と介護者が容易かつ適切に利用できるよう使

用方法や修理など情報提供や相談の充実を図ります。 

・成年後見制度利用支援事業については、障害のあるかたの権利擁護の支援

策として、予算確保に努めるとともに、中核機関（※）と連携しながら成

年後見制度の利用促進や権利擁護の啓発に努めます。 

・地域活動支援センター事業については、指定管理者制度により適正な管理

運営のできる法人へ事業委託し、機能の強化・充実を図ります。 

・町の実情に応じた柔軟なサービス提供を行うために、常に内容・体制の充

実を図っていきます。 

 

※中核機関：成年後見制度に関し、権利擁護支援の地域連携ネットワーク（要支援者を

発見し、適切に必要な支援につなげる地域連携の仕組み）のコーディネートを担う中

核的な機関。 

 

 

必要な見込量の確保のための方向性 
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 第６章 計画の推進 
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計画の推進体制 
 

（１）推進体制の充実  

 計画の推進にあたっては、国・県の関係行政機関との連携を強化します。館

林市外五町地域支援協議会において、相談支援、虐待防止を含む権利擁護、就

労支援などの様々な課題について、連絡・調整、政策検討を行うとともに、本

計画の推進状況の評価を行い、相談支援事業者、サービス事業者、さらには雇

用分野、教育分野などの関係者によるネットワークを活用し、計画の推進を図

ります。 

  

（２）関係各課・関係機関との連携  

 本計画の実現に向けて、障害者やその家族等へのきめ細かなサービスを総合

的・一体的に提供できるよう、庁内の関係各課及び関係機関との連携をより一

層強化するとともに、一体となって事業展開を図ります。 

 

（３）計画の達成状況の点検及び評価  

 障害者総合支援法においては、計画に定める事項について、定期的に調査、

分析及び評価を行います。 

なお、本計画で見込む各障害福祉サービス等の見込み量は、実績や今後の動

向を踏まえて今後整備・確保していくべき量を設定したものであり、実際の利

用に際し制限をかける根拠となるものではありません。せービスの実際の利用

に際しては、設定した見込量に関わらず、必要なサービスを適正に提供します。 

また、必要があると認めるときは計画を変更すること、その他必要な措置を

講じること（ＰＤＣＡサイクル）とされており、本計画もこの考え方を基本と

します。 

「ＰＤＣＡサイクル」とは、様々な分野・領域における品質管理や業務改善

などに広く活用されているマネジメント手法で、「計画（PLAN）」、「実行（DO）」、

「評価（CHECK）」、「改善（ACTION）」のプロセスを順に実施していくものです。 

 

１ 



65 

 

 

 ◆ＰＤＣＡサイクル◆ 
 

 

 

 

 

  

 

 

   
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＣＴＩＯＮ（改善）    

年度評価等の結果を踏まえ、

必要があるときは、計画の変

更や見直し等を実施する。 

 

 

ＰＬＡＮ（計画）    

各事業、目標値を設定するととも

に、その確保方策等を定める。 

 

ＤＯ（実行）         

計画の内容を踏まえて、事業を

実行する。 

 

ＣＨＥＣＫ（評価）    

事業の実施状況を検証し、達

成状況の分析、評価を行う。 
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